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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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ナノテクノロジー:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事12件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 技術・工程

CAR NK細胞|MITが開発したin vivoリプログ
ラミング技術の仕組みと効果
一次資料で公表: MITの研究チームが、脂質ナノ粒子(LNP)を用い
て体内で直接ナチュラルキラー(NK)細胞を再プログラムし、が
ん細胞や自己反応性T細胞を標的とする新技術を開発しました。
この手法により、NK細胞を体外に取り出すことなく、mRNAを
直接届けて特定の抗原を攻撃するCAR NK細胞へと変換させるこ
とが可能です。

シグナル 02 | 事業・制度・供給

フッ素化グラフェン電極触媒|亜鉛空気電池の
充放電効率と寿命を向上させる性能
一次資料で公表: 中国科学院の研究チームが、sp2-C-F結合を精
密に制御したフッ素化グラフェン電極触媒を開発しました。こ
の触媒は2電子経路による酸素と過酸化水素の可逆的な相互変換
を可能にし、充放電効率98.0%という極めて高い性能を亜鉛空
気電池で実現しています。従来の4電子反応に伴う高いエネルギー
障壁を克服し、次世代エネルギー貯蔵デバイスの実用化に向け
た新たな指針を提示しました。

シグナル 03 | 技術・工程

BSA@Au/Tb-FA|TNBC用SPCCT/MRI造影剤
の性能と取り込み効率
一次資料で公表: 葉酸を結合させアルブミンで安定化した金・テ
ルビウムナノ粒子(BSA@Au/Tb-FA)が、トリプルネガティブ乳が
ん(TNBC)のイメージングにおいて高い性能を示すことがin vitro
およびファントム研究で明らかになりました。この粒子は、ス
ペクトラル光子計数CT(SPCCT)とMRIの両方で相補的なコントラ
スト増強を実現し、非結合粒子よりも高い細胞取り込み効率を
記録しています。

シグナル 04 | システム・導入

定量位相顕微鏡用メタサーフェス|TMOSが開
発した小型診断デバイスの性能と課題
収集記事の報告(独立未検証): オーストラリアのTMOSの研究チー
ムが、複数の機能を統合したスマートナノ材料(メタサーフェス)
を開発し、小型のポイントオブケア(POC)医療イメージングデバ
イスの基盤を構築しました。この非局所メタサーフェスは、可
動部品なしで定量位相顕微鏡(QPM)を実現し、透明に近い微小
物体の定量的なイメージングを可能にします。

編集判断

今週の経営判断は ナノ特性を再現可能で安全な製品価値へ変換する道筋 に集中する。自社条件で
関連証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: システム差が測れ、認定経路が見える用途へ評価を集中する.
2. 供給企業: 分散、界面、ロット再現性、EHS、量産採算を同時に示す.
3. 経営層: スケールアップ、計測、毒性、歩留まり、界面安定性.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

3 / 5
A01

数値の条件

MIT・マウス黒色腫の完全寛解例

98.0%
A05

数値の条件

CAS・特定のZn空気電池反応条件

10.68
nm

A12

数値の条件

Au/Tb粒子・平均径・SD 1.69nm

PRECLIN
ICAL

A12

数値の条件

画像化・細胞取り込みは臨床性能でない

未確認
A01

数値の条件

CAR NK細胞の免疫安全と再現性、対象用途での再現性、導入条件は確定しない。公表値を自社
性能として扱わない。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

ナノ設計
P01/P06

一次資料で公表: MITの
研究チームが、脂質ナ
ノ粒子(LNP)を用いて体
内で直接ナチュラルキ
ラー(NK)細胞を再プロ
グラムし、がん細胞や
自己反応性T細胞を標的
とする新技術を開発し
ました。

2

合成
P02/P07

一次資料で公表: 中国科
学院の研究チームが、
sp2-C-F結合を精密に制
御したフッ素化グラフェ
ン電極触媒を開発しま
した。

3

材料統合
P03/P08

一次資料で公表: 葉酸を
結合させアルブミンで
安定化した金・テルビ
ウムナノ粒子(BSA@Au/
Tb-FA)が、トリプルネ
ガティブ乳がん(TNBC)
のイメージングにおい
て高い性能を示すこと
がin vitroおよびファン
トム研究で明らかにな
りました。

4

用途実証
P04/P09

収集記事の報告(独立未
検証): オーストラリア
のTMOSの研究チームが、
複数の機能を統合した
スマートナノ材料(メタ
サーフェス)を開発し、
小型のポイントオブケ
ア(POC)医療イメージン
グデバイスの基盤を構
築しました。

5

量産・安全
P05/P10

収集記事の報告(独立未
検証): カリフォルニア
大学サンディエゴ校
(UC San Diego)を中心
とする研究チームが、
ペロブスカイト太陽電
池の効率と耐久性を向
上させる新しい結晶成
長手法を開発しました。

各受渡しで必要な証拠

ナノ設計 → 合成 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

合成 → 材料統合 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

材料統合 → 用途実証 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

用途実証 → 量産・安全 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定性.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: スケールアップ、計測、毒性、
歩留まり、界面安定性.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04

P05

P06

P07

P08

P09
P10

P01 CAR NK細胞|MITが開発したin vivoリ
プログラミング技術の仕組みと効果
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 フッ素化グラフェン電極触媒|亜鉛空気
電池の充放電効率と寿命を向上させる
性能
事業・制度・供給 | 根拠: 指針

P03 BSA@Au/Tb-FA|TNBC用SPCCT/MRI造
影剤の性能と取り込み効率
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P04 定量位相顕微鏡用メタサーフェス
|TMOSが開発した小型診断デバイスの
性能と課題
システム・導入 | 根拠: 統合

P05 ペロブスカイト太陽電池|結晶成長を制
御し耐久性と効率を高める新手法と性
能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P06 モスアイ構造PVモジュール|反射防止
ナノ構造の機械的耐久性と摩耗特性の
検証
システム・導入 | 根拠: 統合

P07 カーボンナノファイバーインク|綿布を
n型熱電テキスタイル化する性能と濃
度影響
システム・導入 | 根拠: 商用

P08 MOFによるミトコンドリア被覆技術|機
能維持と疾患治療への応用可能性
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P09 MOF BVR-19|水から水素を生成する新
光触媒、製造コストとSMRとの比較
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P10 光触媒ナノ複合体|太陽光で井戸水の細
菌を除去する技術の性能と課題
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。

スコア18点以下の円径は可読性確保のため18ptに固定。スコアそのものは補正していない。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 CAR NK細胞|MITが開発したin vivoリプログラミング技術の仕組みと効果

A01 | 技術・工程 | 試作 2026-10-13

FACT
一次資料で公表: MITの研究チームが、脂質ナノ粒子
(LNP)を用いて体内で直接ナチュラルキラー(NK)細胞を
再プログラムし、がん細胞や自己反応性T細胞を標的と
する新技術を開発しました。この手法により、NK細胞
を体外に取り出すことなく、mRNAを直接届けて特定の
抗原を攻撃するCAR NK細胞へと変換させることが可能
です。

なぜ重要か
つまり、CAR NK細胞の成果を採用へ移す際は、細胞品
質と作用と免疫安全と再現性を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: CAR NK細胞の採用余地は細胞品質と作用と免
疫安全と再現性の同条件比較で判断する。供給者には試
験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にCAR NK細胞の細胞品質と
作用を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ
残す。

UNKNOWN
CAR NK細胞の免疫安全と再現性、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。公表値を自社性能として扱わな
い。

編集スコア 17/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 フッ素化グラフェン電極触媒|亜鉛空気電池の充放電効率と寿命を向上させる性能

A05 | 事業・制度・供給 | 試作 2026-10-15

FACT
一次資料で公表: 中国科学院の研究チームが、sp2-C-F結
合を精密に制御したフッ素化グラフェン電極触媒を開発
しました。この触媒は2電子経路による酸素と過酸化水
素の可逆的な相互変換を可能にし、充放電効率98.0%と
いう極めて高い性能を亜鉛空気電池で実現しています。
従来の4電子反応に伴う高いエネルギー障壁を克服し、
次世代エネルギー貯蔵デバイスの実用化に向けた新たな
指針を提示しました。

なぜ重要か
つまり、フッ素化グラフェン電極触媒の成果を採用へ移
す際は、粒径分布と界面反応を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: フッ素化グラフェン電極触媒の採用余地は粒
径分布と界面反応の同条件比較で判断する。供給者には
試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にフッ素化グラフェン電極触
媒の粒径分布を対照条件で比較し、受入値と停止条件を
評価票へ残す。

UNKNOWN
フッ素化グラフェン電極触媒の界面反応、対象用途での
再現性、導入条件は確定しない。公表値を自社性能とし
て扱わない。

編集スコア 17/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 BSA@Au/Tb-FA|TNBC用SPCCT/MRI造影剤の性能と取り込み効率

A12 | 技術・工程 | 研究 2026-10-14

FACT
一次資料で公表: 葉酸を結合させアルブミンで安定化し
た金・テルビウムナノ粒子(BSA@Au/Tb-FA)が、トリプ
ルネガティブ乳がん(TNBC)のイメージングにおいて高
い性能を示すことがin vitroおよびファントム研究で明
らかになりました。この粒子は、スペクトラル光子計数
CT(SPCCT)とMRIの両方で相補的なコントラスト増強を
実現し、非結合粒子よりも高い細胞取り込み効率を記録
しています。

なぜ重要か
つまり、BSA@Au/Tb-FAの成果を採用へ移す際は、粒径
分布と界面反応を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: BSA@Au/Tb-FAの採用余地は粒径分布と界面
反応の同条件比較で判断する。供給者には試験手順と適
用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にBSA@Au/Tb-FAの粒径分布
を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
BSA@Au/Tb-FAの界面反応、対象用途での再現性、導入
条件は確定しない。公表値を自社性能として扱わない。

編集スコア 17/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程

P04 定量位相顕微鏡用メタサーフェス|TMOSが開発した小型診断デバイスの性能と課題

A02 | システム・導入 | 試作 2026-10-09

FACT
収集記事の報告(独立未検証): オーストラリアのTMOSの
研究チームが、複数の機能を統合したスマートナノ材料
(メタサーフェス)を開発し、小型のポイントオブケア
(POC)医療イメージングデバイスの基盤を構築しました。
この非局所メタサーフェスは、可動部品なしで定量位相
顕微鏡(QPM)を実現し、透明に近い微小物体の定量的な
イメージングを可能にします。

なぜ重要か
つまり、定量位相顕微鏡用メタサーフェスの成果を採用
へ移す際は、粒径分布と界面反応を分けて測る必要があ
る。

事業への読み
編集推論: 定量位相顕微鏡用メタサーフェスの採用余地
は粒径分布と界面反応の同条件比較で判断する。供給者
には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に定量位相顕微鏡用メタサー
フェスの粒径分布を対照条件で比較し、受入値と停止条
件を評価票へ残す。

UNKNOWN
定量位相顕微鏡用メタサーフェスの界面反応、対象用途
での再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認
が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 ペロブスカイト太陽電池|結晶成長を制御し耐久性と効率を高める新手法と性能

A06 | 技術・工程 | 試作 2026-10-12

FACT
収集記事の報告(独立未検証): カリフォルニア大学サンディ
エゴ校(UC San Diego)を中心とする研究チームが、ペロ
ブスカイト太陽電池の効率と耐久性を向上させる新しい
結晶成長手法を開発しました。添加剤を用いて結晶化プ
ロセス中に一時的な液体状態(共晶)を作り出すことで、
欠陥が少なく均一で大きな結晶を成長させることに成功
しています。

なぜ重要か
つまり、ペロブスカイト太陽電池の成果を採用へ移す際
は、欠陥と膜質と実環境での劣化を分けて測る必要があ
る。

事業への読み
編集推論: ペロブスカイト太陽電池の採用余地は欠陥と
膜質と実環境での劣化の同条件比較で判断する。供給者
には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にペロブスカイト太陽電池の
欠陥と膜質を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評
価票へ残す。

UNKNOWN
ペロブスカイト太陽電池の実環境での劣化、対象用途で
の再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が
必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P06 モスアイ構造PVモジュール|反射防止ナノ構造の機械的耐久性と摩耗特性の検証

A08 | システム・導入 | 試作 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): ポルトガルの研究チームが、
太陽電池の光吸収率を高める「モスアイ(蛾の目)」構造
を模したシリコン表面の摩擦および摩耗挙動を明らかに
しました。0.1 Nおよび0.5 Nの荷重条件下で、ナノピラー
の破断や圧密化といった構造変化が摩擦係数に与える影
響を検証しています。光学性能だけでなく機械的な耐久
性を評価することで、実用的なPVモジュールへの統合に
向けた重要な知見を提供します。

なぜ重要か
つまり、モスアイ構造PVモジュールの成果を採用へ移す
際は、劣化率と電力原単位を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: モスアイ構造PVモジュールの採用余地は劣化
率と電力原単位の同条件比較で判断する。供給者には試
験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にモスアイ構造PVモジュー
ルの劣化率を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評
価票へ残す。

UNKNOWN
モスアイ構造PVモジュールの電力原単位、対象用途での
再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必
要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 カーボンナノファイバーインク|綿布をn型熱電テキスタイル化する性能と濃度影響

A07 | システム・導入 | 試作 2026-10-15

FACT
収集記事の報告(独立未検証): ポルトガルのミーニョ大学
などの研究チームが、カーボンナノファイバー(CNF)イ
ンクを用いて、一般的な綿布をn型熱電テキスタイルに
変換する手法を開発しました。2種類の商用CNFグレー
ドを用いた比較研究により、性能はナノファイバーの種
類よりもインクの濃度に強く依存することが判明しまし
た。

なぜ重要か
つまり、カーボンナノファイバーインクの成果を採用へ
移す際は、粒径分布と界面反応を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: カーボンナノファイバーインクの採用余地は
粒径分布と界面反応の同条件比較で判断する。供給者に
は試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にカーボンナノファイバーイ
ンクの粒径分布を対照条件で比較し、受入値と停止条件
を評価票へ残す。

UNKNOWN
カーボンナノファイバーインクの界面反応、対象用途で
の再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が
必要。

編集スコア 14/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入

P08 MOFによるミトコンドリア被覆技術|機能維持と疾患治療への応用可能性

A09 | 技術・工程 | 試作 2026-10-13

FACT
収集記事の報告(独立未検証): ミトコンドリアの機能を損
なうことなく、高度な材料で表面を被覆する新技術が開
発されました。金属有機構造体(MOF)を微量に直接適用
することで、エネルギー産生能を維持したまま表面修飾
に成功しています。この成果は、治療法が限られている
ミトコンドリア疾患に対する新たなアプローチや、ミト
コンドリア移植の効率化につながる可能性があります。

なぜ重要か
つまり、MOFによるミトコンドリア被覆技術の成果を採
用へ移す際は、粒径分布と界面反応を分けて測る必要が
ある。

事業への読み
編集推論: MOFによるミトコンドリア被覆技術の採用余
地は粒径分布と界面反応の同条件比較で判断する。供給
者には試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にMOFによるミトコンドリア
被覆技術の粒径分布を対照条件で比較し、受入値と停止
条件を評価票へ残す。

UNKNOWN
MOFによるミトコンドリア被覆技術の界面反応、対象用
途での再現性、導入条件は確定しない。一次原文の再確
認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 MOF BVR-19|水から水素を生成する新光触媒、製造コストとSMRとの比較

A10 | 技術・工程 | 試作 2026-10-16

FACT
収集記事の報告(独立未検証): オレゴン州立大学の研究チー
ムが、水からクリーンに水素を生成するための新しい光
触媒を開発した。この触媒は金属有機構造体(MOF)の一
種である「BVR-19」であり、光照射時に反応性の高い
硫黄種を生成させる。従来の蒸気メタン改質(SMR)のよ
うな二酸化炭素排出を抑えつつ、室温で自発的に合成で
きるエネルギー的利点を持つ。

なぜ重要か
つまり、MOF BVR-19の成果を採用へ移す際は、光損失
と電力と実装・相互運用を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: MOF BVR-19の採用余地は光損失と電力と実装・
相互運用の同条件比較で判断する。供給者には試験手順
と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内にMOF BVR-19の光損失と電
力を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票へ残
す。

UNKNOWN
MOF BVR-19の実装・相互運用、対象用途での再現性、
導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 15/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P10 光触媒ナノ複合体|太陽光で井戸水の細菌を除去する技術の性能と課題

A11 | 技術・工程 | 試作 2026-10-13

FACT
収集記事の報告(独立未検証): ナイジェリアと南アフリカ
の研究チームが、太陽光のみで汚染された井戸水から危
険な細菌を完全に除去できる半導体ナノ複合体を開発し
た。特にTiO2-BiOIを活性石炭フライアッシュ(aCFA)に
担持させた複合体は、6時間の太陽光照射で全細菌数を
ゼロにする性能を示した。この技術は、安全な飲料水へ
のアクセスが困難なサブサハラアフリカ地域の水質改善
に寄与する可能性がある。

なぜ重要か
つまり、光触媒ナノ複合体の成果を採用へ移す際は、光
損失と電力と実装・相互運用を分けて測る必要がある。

事業への読み
編集推論: 光触媒ナノ複合体の採用余地は光損失と電力
と実装・相互運用の同条件比較で判断する。供給者には
試験手順と適用範囲を求める。

ACTION
技術・品質担当は30日以内に光触媒ナノ複合体の光損失
と電力を対照条件で比較し、受入値と停止条件を評価票
へ残す。

UNKNOWN
光触媒ナノ複合体の実装・相互運用、対象用途での再現
性、導入条件は確定しない。一次原文の再確認が必要。

編集スコア 14/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 システム差が測れ、認定経
路が見える用途へ評価を集
中する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 分散、界面、ロット再現性、
EHS、量産採算を同時に示
す

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map スケールアップ、計測、
毒性、歩留まり、界面安定
性.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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A01 CAR NK細胞|MITが開発したin vivoリプログラミング技術の仕組み
と効果

https://news.mit.edu/2026/reprogrammed-nk-immune-cells-target-canc
er-and-autoimmune-disorders-1013

A02 定量位相顕微鏡用メタサーフェス|TMOSが開発した小型診断デバ
イスの性能と課題

https://www.medicaldesignbriefs.com/component/content/article/5602
8-combining-metasurface-technologies-could-deliver-point-of-care-diag
noses

A03 Sb2WO6ナノシート|グラフェン誘導成長によるリチウムイオン蓄
電性能と数値

https://rss.com/podcasts/professor-alex-volinsky/3224462/

A04 CRISPR個別化治療|乳幼児の尿素サイクル異常症への適用とFDA承
認の迅速性

https://finance.biggo.com/news/095ffb5e6b1a108d

A05 フッ素化グラフェン電極触媒|亜鉛空気電池の充放電効率と寿命を
向上させる性能

https://english.cas.cn/newsroom/research-news/202610/t20261015_120
3726.shtml

A06 ペロブスカイト太陽電池|結晶成長を制御し耐久性と効率を高める
新手法と性能

https://compoundsemiconductor.net/article/125584/Making_perovskite
_solar_cells_more_durable

A07 カーボンナノファイバーインク|綿布をn型熱電テキスタイル化する
性能と濃度影響

https://bioengineer.org/carbon-nanofiber-inks-turn-cotton-fabric-into-n
-type-thermoelectric-textiles/

A08 モスアイ構造PVモジュール|反射防止ナノ構造の機械的耐久性と摩
耗特性の検証

https://www.pv-magazine.com/2026/10/15/scientists-develop-moth-eye
-inspired-antireflective-surfaces-for-pv-modules/

A09 MOFによるミトコンドリア被覆技術|機能維持と疾患治療への応用
可能性

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/10/261012185008.htm

A10 MOF BVR-19|水から水素を生成する新光触媒、製造コストとSMR
との比較

https://thestute.com/2026/10/16/scientists-just-found-a-new-way-to-ma
ke-hydrogen-from-water/

A11 光触媒ナノ複合体|太陽光で井戸水の細菌を除去する技術の性能と
課題

https://bioengineer.org/sunlight-powered-nanocomposites-strip-danger
ous-bacteria-from-contaminated-well-water/

A12 BSA@Au/Tb-FA|TNBC用SPCCT/MRI造影剤の性能と取り込み効率 https://www.dovepress.com/folic-acid-conjugated-albumin-stabilized-g
oldterbium-nanoparticles-for-peer-reviewed-fulltext-article-IJN
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#01 CAR NK細胞｜MITが開発したin vivoリプログラ

ミング技術の仕組みと効果

概要

MITの研究チームが、脂質ナノ粒子（LNP）を用いて体内で直接ナチュラルキラー

（NK）細胞を再プログラムし、がん細胞や自己反応性T細胞を標的とする新技術を開

発しました。この手法により、NK細胞を体外に取り出すことなく、mRNAを直接届け

て特定の抗原を攻撃するCAR NK細胞へと変換させることが可能です。製造コストの

削減と時間の短縮を実現し、従来のCAR T細胞療法では困難だったT細胞由来の疾患

への適用が期待されます。

公開日 2026年10月13日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

MITのエンジニアチームは、脂質ナノ粒子（LNP）を用いて、患者の体内で直接ナチュ

ラルキラー（NK）細胞をリプログラミングし、がん化したT細胞や自己反応性T細胞を

標的とする手法を開発しました。マウスを用いた実験では、標的としたNK細胞の約

80%を正常にリプログラミングすることに成功しています。また、攻撃的なメラノーマ

のマウスモデルにおいて、5匹中3匹が完全寛解に至ったほか、ヒト化マウスモデルを用

いたT細胞リンパ腫の治療では、5回のLNP投与で腫瘍が根絶されました。

技術・詳細

本技術の核心は、mRNAを搭載した脂質ナノ粒子（LNP）を用いることで、細胞を体外

に抽出することなく「in vivo（生体内）」でCAR NK細胞を生成させる点にあります。

具体的には以下の仕組みで動作します。

標的への誘導：LNPの表面にNK細胞の受容体に結合する抗体断片をコーティング

し、正確にNK細胞へ届くように設計されています。

リプログラミング：LNPに封入されたmRNAがNK細胞に届くと、特定の抗原を検知

して破壊するキメラ抗原受容体（CAR）タンパク質がコードされます。

柔軟な標的設定：届けるmRNAを変更することで、B細胞上のCD19や、自己反応性

T細胞上のCD3など、異なる標的タンパク質への攻撃を指示できます。

背景・業界の文脈

これまでFDA（米国食品医薬品局）は、エンジニアリングされたT細胞を用いる「CAR

T細胞療法」を7つの新しいがん治療法として承認しており、特にB細胞由来の白血病や

リンパ腫などで成功を収めてきました。しかし、CAR T細胞の製造には、患者から血液

を採取し、ラボで細胞を分離・操作して再び体内に戻すという複雑な工程が必要であ

り、多大な時間とコストがかかることが大きな課題となっていました。

また、T細胞由来の疾患にCAR T細胞を用いると、操作されたT細胞が疾患細胞だけで

なく、正常なT細胞同士を攻撃し合うリスクがあります。一方、NK細胞をベースとした

CAR NK細胞であれば、この相互攻撃の問題を回避しつつ、T細胞のがんや自己免疫性

肝炎などの治療が可能になります。



今後の展望

現在、FDAに承認されたCAR NK細胞療法は存在しませんが、多くの研究者が開発を進

めています。MITチームが提案するin vivoでのリプログラミングが実現すれば、ナノ粒

子の注入だけで治療が可能となり、製造プロセスが劇的に簡素化され、コストの大幅な

削減につながります。本研究の結果は、Nature Biotechnology誌に掲載されました。

元記事: https://news.mit.edu/2026/reprogrammed-nk-immune-cells-target-cancer-and-

autoimmune-disorders-1013

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://news.mit.edu/2026/reprogrammed-nk-immune-cells-target-cancer-and-autoimmune-disorders-1013
https://news.mit.edu/2026/reprogrammed-nk-immune-cells-target-cancer-and-autoimmune-disorders-1013


#02 定量位相顕微鏡用メタサーフェス｜TMOSが開発し

た小型診断デバイスの性能と課題

概要

オーストラリアのTMOSの研究チームが、複数の機能を統合したスマートナノ材料

（メタサーフェス）を開発し、小型のポイントオブケア（POC）医療イメージングデ

バイスの基盤を構築しました。この非局所メタサーフェスは、可動部品なしで定量位

相顕微鏡（QPM）を実現し、透明に近い微小物体の定量的なイメージングを可能にし

ます。これにより、がんや鎌状赤血球症、神経変性疾患などの診断において、細胞の

形状や成長パターンの迅速な観察が期待されます。

公開日 2026年10月09日  TMOS, Australian Research Council Centre of Excellence for

Transformative Meta-Optical Systems (via phys.org)  オーストラリア



詳細

主要成果

オーストラリア研究評議会の変革的メタ光学システムセンター（TMOS）の研究チーム

は、2つのデバイスの機能を同時に果たすスマートナノ材料を開発しました。この新開

発のメタサーフェスを用いることで、従来はほぼ不可視であった微小物体をイメージン

グすることが可能になります。特に、可動部品を一切使用せずに定量位相顕微鏡

（QPM）を実現した点が画期的であり、これにより医療現場で即座に診断を行うポイ

ントオブケア（POC）デバイスの小型化への道が開かれました。

技術・詳細

本技術の核心は、ナノフォトニクスの複数の進歩を単一の表面に統合した点にありま

す。メタサーフェスとは、光の波長と同程度のサイズの構造体を配列した極薄の表面で

あり、天然の材料では不可能な方法で光を制御できます。研究チームは、従来のレンズ

のように個々の光線の軌道を変更するのではなく、画像全体を処理する「非局所

（nonlocal）」メタサーフェスを採用しました。これにより、光学素子間に大きな隙間

を設ける必要がなくなり、サンプルを直接的に配置できるため、装置の極端なコンパク

ト化が可能となりました。

さらに、定量的な位相シフトを測定するQPMを実現するため、波長マルチプレクシン

グ（多重化）アプローチを導入しています。特定の狭い波長帯にのみ反応する2組の独

立したナノ構造を単一表面に組み込むことで、干渉させることなく、垂直方向の位相変

化を同時に測定することに成功しました。また、微分位相コントラスト（differential

phase contrast）を組み込むことで、最終的なQPM画像のノイズを低減させていま

す。

背景・業界の文脈

生物学や医学において、透明に近い微小物体のイメージングは疾患診断に不可欠です。

一般的に用いられる位相顕微鏡は、光の強さではなく光波の山と谷の相対的な位置の変

化（位相）から画像を作成するため、時間のかかる染色処理なしでサンプルを観察で

き、サンプルの変質を防げる利点があります。しかし、従来のQPMセットアップでは、

装置の小型化、測定時間、基本性能の間にトレードオフが存在していました。本研究

は、これらの課題を単一のメタサーフェスで解決することを目指したものです。



今後の展望

この技術は、細胞の形状や成長パターンに依存する疾患の診断に活用される見込みで

す。短期的には、製造コストとハードウェアの課題が残っています。現在は電子ビーム

作製法を用いていますが、商用ナノインプリントリソグラフィーへの移行により、量産

性の向上が期待されます。また、現在は精密に調整可能な照明が必要ですが、研究者の

Haiwei Wang氏は、よりシンプルな赤外線LED構成を用いて商用顕微鏡への統合を進

めています。将来的には、生体内（in vivo）での内視鏡イメージングや波面センシング

などの超小型センサーへの応用が視野に入っています。

元記事: https://www.medicaldesignbriefs.com/component/content/article/56028-combining-

metasurface-technologies-could-deliver-point-of-care-diagnoses

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.medicaldesignbriefs.com/component/content/article/56028-combining-metasurface-technologies-could-deliver-point-of-care-diagnoses
https://www.medicaldesignbriefs.com/component/content/article/56028-combining-metasurface-technologies-could-deliver-point-of-care-diagnoses


#03 Sb2WO6ナノシート｜グラフェン誘導成長によるリ

チウムイオン蓄電性能と数値

概要

グラフェン酸化物を用いてアンチモンタングステート（Sb2WO6）をナノシート状に

成長させ、リチウムイオン蓄電性能を向上させる手法が報告されました。低レート時

に1141 mAh per gram、130サイクル後には595 mAh per gramという容量を記録

しています。高速な擬似容量性表面反応による蓄電を実現しており、高効率なエネル

ギー貯蔵デバイスへの応用が期待されます。

公開日 2026年10月11日  Professor Alex Volinsky (RSS.com podcast)



詳細

主要成果

グラフェン酸化物を用いてアンチモンタングステート（Sb2WO6）をナノシート状に

誘導成長させることで、リチウムイオン蓄電における高い性能を実現しました。この手

法により、低レートにおいて1141 mAh per gramという高い容量を達成し、130サイ

クル後においても595 mAh per gramの容量を維持することが確認されています。

技術・詳細

本技術の核心は、グラフェン酸化物がアンチモンタングステートの成長を制御し、ナノ

シート構造を形成させる点にあります。蓄電メカニズムとしては、主に高速な擬似容量

性（pseudocapacitive）表面反応を利用してリチウムを貯蔵します。擬似容量性と

は、電極表面や近傍で起こる高速な酸化還元反応により、容量を確保する仕組みのこと

です。

具体的な性能数値は以下の通りです。

低レート時の容量：1141 mAh per gram

130サイクル後の容量：595 mAh per gram

背景・業界の文脈

本成果は、F. Wang、Y. Liu、H. Wei、G. Wang、F. Ren、X. Liu、M. Chen、A.A.

Volinsky、S. Wei、Y.-B. Heらによる研究に基づいています。この研究内容は、学術誌

「 Journal of Alloys and Compounds」の 2020年発行分（ Vol. 839, article

155614 ） に 掲 載 さ れ た 論 文 「 Graphene Induced Growth of Sb2WO6

Nanosheets for High-Performance Pseudocapacitive Lithium-Ion Storage」で詳

述されています。

今後の展望

グラフェンによる構造制御と擬似容量性反応の組み合わせは、リチウムイオン蓄電デバ

イスの高速充放電性能とサイクル安定性の向上に寄与します。ナノシート構造による表

面積の拡大と反応速度の向上は、次世代の高性能蓄電材料の開発における重要なアプロ

ーチになると考えられます。



元記事: https://rss.com/podcasts/professor-alex-volinsky/3224462/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://rss.com/podcasts/professor-alex-volinsky/3224462/


#04 CRISPR個別化治療｜乳幼児の尿素サイクル異常症

への適用とFDA承認の迅速性

概要

ペンシルベニア大学のKiran Musunuru氏らによるチームが、重篤な尿素サイクル異常

症を持つ乳幼児（KJ）に対し、個別設計したCRISPR治療をわずか6カ月で投与するこ

とに成功した。FDA（米国食品医薬品局）は、速度を優先する要望に応え、IND（新

薬臨床試験開始届）を1週間で承認した。この事例は、患者個別の遺伝子変異に合わせ

たモジュール型の治療プラットフォームが、超希少疾患における救命手段となり得る

ことを示した。

公開日 2026年10月16日  GenomeWeb  アメリカ



詳細

主要成果

ペンシルベニア大学のKiran Musunuru氏とフィラデルフィア小児病院のBecca

Ahrens-Nicholas氏らによるチームが、CPS1欠損症という重篤な尿素サイクル異常症

を患う乳幼児（KJ）に対し、個別化されたCRISPR治療を設計・製造し、投与した。特

筆すべきは、診断から投与までを6カ月という短期間で完結させた点である。また、

FDAは速度を優先するチームの要望を認め、IND（新薬臨床試験開始届）をわずか1週

間で承認した。その結果、本来であれば生存率が50%以下とされる疾患でありながら、

KJは投与から2年後も生存し、病状を管理できている。

技術・詳細

本治療の核心は、モジュール型の配送システムにある。脂質ナノ粒子（LNP）を「石鹸

の泡」のような運搬体として利用し、内部に2つのRNA分子を搭載している。一つは遺

伝子編集を行うエディターをコードするRNAであり、もう一つはゲノム上の正確な配列

へ誘導する20塩基長のガイドRNA（分子GPS）である。このLNPを静脈投与すると、

異物をろ過する肝臓の機能により、ほぼ100%の肝細胞に到達することが可能となる。

このシステムの戦略的な利点は、薬剤本体は変更せず、ガイドRNA（GPS）のみを差し

替えることで、異なる標的に対応できる点にある。自然に存在する保護的変異を持つ遺

伝子を無効化して疾患を防ぐことも、病原性変異を持つ遺伝子を正常なバージョンに修

正することも可能である。KJの場合、出生後約1週間（8月8日頃）に全ゲノム解析結果

が得られた後、ゼロから薬剤を開発するのではなく、個別の変異に合わせたガイドRNA

を設計することで、迅速な投与を実現した。



背景・業界の文脈

Musunuru氏はもともと循環器内科医であり、心筋梗塞や脳卒中で毎年1,800万人が死

亡する心血管疾患を標的としていた。既存の治療法は日々の服用や生涯にわたる注射が

必要だが、これを「一度限りの治療」に変えることが世界的な普及には不可欠だと考え

ている。特にPCSK9などの遺伝子には、人口の2〜3%に自然な機能喪失変異が存在

し、それらの保持者が健康であることから、この遺伝子をオフにすることが安全である

という「自然の実験」によるエビデンスが得られている。この知見はVerve

Therapeutics社へと展開され、肝臓標的のベース編集が心疾患患者に有効であるとい

う初期臨床データにつながった。現在、PCSK9などの脂質遺伝子を標的としたプログ

ラムは、少なくとも13社で16〜17件発表されている。

今後の展望

心血管疾患での成功を受け、チームは希少疾患への応用を開始した。まずPKU（フェニ

ルケトン尿症）のヒト化マウスモデルにおいて、ベース編集により48時間以内にフェニ

ルアラニン値を正常化させ、数週間で神経学的転帰を改善させた。この成果を背景に、

より深刻な尿素サイクル異常症への挑戦に至った。尿素サイクル異常症は再発性の変異

が少なく、症例ごとに個別治療が必要な上、出生後24〜48時間以内に発症するため、

極めて厳しい時間制限がある。チームは長年、理論的なタイムトライアルを繰り返し、

プロセスの効率化を追求してきた。Musunuru氏は、複数の企業による治療法が2030

年代初頭までには利用可能になると予測している。

元記事: https://finance.biggo.com/news/095ffb5e6b1a108d

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://finance.biggo.com/news/095ffb5e6b1a108d


#05 フッ素化グラフェン電極触媒｜亜鉛空気電池の充放

電効率と寿命を向上させる性能

概要

中国科学院の研究チームが、sp2-C-F結合を精密に制御したフッ素化グラフェン電極

触媒を開発しました。この触媒は2電子経路による酸素と過酸化水素の可逆的な相互変

換を可能にし、充放電効率98.0%という極めて高い性能を亜鉛空気電池で実現してい

ます。従来の4電子反応に伴う高いエネルギー障壁を克服し、次世代エネルギー貯蔵デ

バイスの実用化に向けた新たな指針を提示しました。

公開日 2026年10月15日  Chinese Academy of Sciences (via phys.org)  中国



詳細

主要成果

中国科学院・物質構造研究センター（FJIRSM）のWEN Zhenhai教授およびHUANG

Junheng教授らによる研究チームは、フッ素化グラフェン（FG）を用いた新しい電極

触媒を開発し、亜鉛空気電池（ZABs）の性能を大幅に向上させました。特に、最適化

された「FG-3」触媒を用いた充電式亜鉛空気電池は、2 mA cm-2において98.0%とい

う高い往復効率（round-trip efficiency）を達成し、1500サイクル後も97.6%の効率

を維持することに成功しました。また、外気条件下で820時間以上の安定動作を確認し

ており、一次電池としての構成では569 mW cm-2のピーク電力密度を記録していま

す。

技術・詳細

本研究では、市販の高フッ素化グラフェンを前駆体とし、不活性雰囲気下での段階的な

熱脱フッ素化戦略を採用しています。これにより、絶縁性のsp3-C-F結合から導電性の

sp2-C-F結合へと精密に調整し、共役sp2炭素ネットワークを回復させました。フッ素

含有量が約3.1 at.%である「FG-3」は、電気伝導性と触媒活性の最適なバランスを実

現しており、均一なフッ素分布、高い比表面積、および向上した濡れ性を備えていま

す。

電気化学的な評価において、FG-3は2電子（2e-）経路の酸素還元反応（ORR）および

過酸化水素酸化反応（POR）に対して優れた二機能性活性を示しました。具体的には、

H2O2選択率97.4%、ファラデー効率98.0%という極めて高い数値を達成しています。

オペランド分光法と第一原理シミュレーションを用いたメカニズム解析により、sp2-

C-F結合が隣接する炭素部位に局所的な静電分極を誘起し、重要な中間体である*OOH

を安定化させることで、反応の速度論的障壁を下げていることが明らかになりました。

背景・業界の文脈

充電式亜鉛空気電池は、理論的なエネルギー密度が非常に高く、本質的な安全性と亜鉛

資源の豊富さから、次世代のエネルギー貯蔵技術として期待されています。しかし、実

用化への大きな壁となっていたのが、放電時のORRおよび充電時のOER（酸素発生反

応）における「4電子（4e-）反応」の遅さです。この多段階のプロトン結合電子移動は

エネルギー障壁が高く、電圧分極の増大や往復効率の低下、触媒の劣化を招いていまし

た。



代替案として、より高速な反応速度と高い可逆性を持つ「2電子（2e-）経路」による酸

素-過酸化水素相互変換が注目されてきました。しかし、金属ベースの触媒ではフェント

ン様副反応による性能劣化が起こりやすく、一方で従来の非金属炭素触媒では「導電性

と選択性のトレードオフ」という固有の課題がありました。

今後の展望

本研究は、フッ素化炭素電極触媒における構造と特性の明確な関係を確立したものであ

り、炭素材料エンジニアリングにおける汎用的な戦略を提供します。この成果は、耐久

性の高い金属-空気電池の開発だけでなく、オンサイトでの過酸化水素（H2O2）電解合

成への道を開くものと期待されています。

元記事: https://english.cas.cn/newsroom/research-news/202610/t20261015_1203726.shtml

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://english.cas.cn/newsroom/research-news/202610/t20261015_1203726.shtml


#06 ペロブスカイト太陽電池｜結晶成長を制御し耐久性

と効率を高める新手法と性能

概要

カリフォルニア大学サンディエゴ校（UC San Diego）を中心とする研究チームが、

ペロブスカイト太陽電池の効率と耐久性を向上させる新しい結晶成長手法を開発しま

した。添加剤を用いて結晶化プロセス中に一時的な液体状態（共晶）を作り出すこと

で、欠陥が少なく均一で大きな結晶を成長させることに成功しています。この手法に

より、デバイスの大型化に伴う効率低下という課題の解決と、高品質な材料製造の実

現が期待されます。

公開日 2026年10月12日  Compound Semiconductor News  アメリカ



詳細

主要成果

UC San DiegoのDavid Fenning氏らが率いる研究チームは、ハライドペロブスカイト

の結晶化プロセスを制御し、より効率的で耐久性の高い太陽電池を実現する新手法を開

発しました。この成果は、直接バンドギャップ半導体として報告された中で、最も長寿

命な電子-正孔対を実現したとしており、材料の品質が大幅に向上したことを示していま

す。本研究の結果は、2026年10月8日付のScience誌に「Volatile eutectics to tailor

crystallisation for perovskite optoelectronics」として掲載されました。

技術・詳細

研究チームは、ペロブスカイトの作製に使用する溶液に、臭化亜鉛（zinc bromide）

と塩化メチルアンモニウム（methylammonium chloride）という2種類の塩を添加し

ました。材料を加熱すると、これら2つの添加剤が「共晶（eutectic）」と呼ばれる低融

点混合物を形成します。

この共晶が結晶の境界付近で一時的な液体として機能することで、結晶が再配置され、

より秩序ある構造へと成長するための空間が確保されます。加熱を続けると、添加剤の

うち塩化メチルアンモニウムが蒸発し、亜鉛が結晶境界に濃縮されて電子的な欠陥を中

和します。研究チームは高度なX線イメージング技術を用い、加熱中に結晶境界が液体

状に乱れ、その後、塩の蒸発とともに再び秩序ある構造に戻るプロセスを直接観察しま

した。これにより、構造的欠陥が少なく、化学的特性が均一に分布した、より大きく秩

序ある結晶が得られることが確認されました。

背景・業界の文脈

ペロブスカイト太陽電池は、多数の微小な結晶で構成されていますが、その結晶粒界

（grain boundaries）に存在する欠陥が、太陽光から得たエネルギーの損失を招く原

因となっていました。特に、デバイスを大型化して実用的な太陽光パネルを製造しよう

とする際、サイズが大きくなるほど効率が低下するという課題がありました。今回の手

法は、結晶化プロセス中に動的に変化する添加剤混合物を導入することで、性能を制限

していた結晶端の欠陥を取り除くアプローチを提示しています。



今後の展望

本手法は、テストした異なるペロブスカイト化学組成においても有効であることが確認

されました。研究チームは現在、結晶化プロセスをより詳細に理解し制御するために、

さらなる共晶化学の探索を進めています。同一温度内で「固体-液体-固体」という成長

メカニズムを汎用化させることで、高品質なペロブスカイト材料の製造戦略を確立し、

効率的でスケールアップ可能な太陽光発電技術の開発を加速させることが期待されてい

ます。

元記事:

https://compoundsemiconductor.net/article/125584/Making_perovskite_solar_cells_more_durable

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://compoundsemiconductor.net/article/125584/Making_perovskite_solar_cells_more_durable


#07 カーボンナノファイバーインク｜綿布をn型熱電テキ

スタイル化する性能と濃度影響

概要

ポルトガルのミーニョ大学などの研究チームが、カーボンナノファイバー（CNF）イン

クを用いて、一般的な綿布をn型熱電テキスタイルに変換する手法を開発しました。2

種類の商用CNFグレードを用いた比較研究により、性能はナノファイバーの種類より

もインクの濃度に強く依存することが判明しました。これにより、体温と外気温の差

から電力を回収し、バッテリーレスでセンサーやヘルスモニターを駆動させるウェア

ラブル電源の設計効率化が期待されます。

公開日 2026年10月15日  BIOENGINEER.ORG  アメリカ



詳細

主要成果

本研究では、水ベースのカーボンナノファイバー（CNF）インクを綿布にディップコー

ティングすることで、n型熱電特性を持つテキスタイルを実現しました。特に、高濃度

のインクを用いたPR 24グレードのCNFコーティング布において、最高の性能が確認さ

れました。この布は、パワーファクター約1.2 × 10^-3 μW/m·K^2を達成し、熱伝導

率は0.06 W/m·Kという低値を記録しました。これは未処理の綿布の約2倍に過ぎず、

一般的なカーボンナノチューブ充填ポリマー複合材よりも大幅に低い値です。

技術・詳細

研究チームは、化学気相成長法（CVD）で合成された2種類のPyrograf III CNF（PR

24 LHT XTおよびPR 25 PS XT）を使用しました。これらは後処理の熱処理温度が異

なり、PR 24は1,500℃、PR 25は700℃で処理されています。透過電子顕微鏡

（TEM）による解析では、両者とも中空の管状コアを持つ二層構造であることが分かり

ましたが、直径はPR 24が80〜100 nm、PR 25が125〜150 nmと差があり、PR 24

の方が結晶性が高いことがラマン分光法で確認されました。

布への適用は、界面活性剤（ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム）で安定化した水

性インクを用い、濃度を1.6、3.2、6.4 mg/mLの3段階で検証しました。走査電子顕微

鏡（SEM）の観察では、最高濃度の6.4 mg/mLにおいて、CNFがもつれたマット状に

布表面を完全に覆うことが確認されました。熱重量分析では、コーティング後の布は

300℃まで熱的に安定しており、最高濃度では重量比で約8〜9%のCNFが含まれている

ことが示されました。

電気的特性については、インク濃度によって挙動が異なります。低濃度では直径の太い

PR 25の方が導電性が高く（5.1 S/m）、高濃度ではPR 24がリードし、35.4 S/m

（PR 25は23.2 S/m）に達しました。また、両者とも負のゼーベック係数を示し、n型

伝導であることが確認されました。特にPR 24ベースのテキスタイルは約-6 μV/Kに達

し、これは原料のCNF単体よりも高い値です。研究チームは、この向上はセルロース分

子とグラファイト面間の吸着による電子ドーピングや、残留界面活性剤の影響であると

考えています。



背景・業界の文脈

熱電テキスタイルの核心は、温度差から電圧を発生させる「ゼーベック効果」にありま

す。人体は通常37℃前後の温度を維持しており、周囲環境との温度勾配を利用できれ

ば、電池なしでスマートテキスタイルのデバイスを駆動させることが可能です。綿はフ

ァッション業界で最も広く利用されており、肌触りが良くコーティング技術との相性も

良いため、理想的な基材とされています。しかし、綿の布地特性を損なわずに導電性を

持たせることは困難であり、粉末状のカーボン材料をインク化して適用する手法が有効

な解決策となります。

今後の展望

今回の研究により、CNFのグレード選択よりもインクの濃度が電気的性能に決定的な影

響を与えることが明らかになりました。この知見は、衣服に直接組み込むウェアラブル

電源の設計プロセスを簡素化し、最適化するための重要な指針となります。

元記事: https://bioengineer.org/carbon-nanofiber-inks-turn-cotton-fabric-into-n-type-

thermoelectric-textiles/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://bioengineer.org/carbon-nanofiber-inks-turn-cotton-fabric-into-n-type-thermoelectric-textiles/
https://bioengineer.org/carbon-nanofiber-inks-turn-cotton-fabric-into-n-type-thermoelectric-textiles/


#08 モスアイ構造PVモジュール｜反射防止ナノ構造の機

械的耐久性と摩耗特性の検証

概要

ポルトガルの研究チームが、太陽電池の光吸収率を高める「モスアイ（蛾の目）」構造

を模したシリコン表面の摩擦および摩耗挙動を明らかにしました。0.1 Nおよび0.5 N

の荷重条件下で、ナノピラーの破断や圧密化といった構造変化が摩擦係数に与える影

響を検証しています。光学性能だけでなく機械的な耐久性を評価することで、実用的

なPVモジュールへの統合に向けた重要な知見を提供します。

公開日 2026年10月15日  PV Magazine  ポルトガル



詳細

主要成果

ポルトガルの研究チームは、太陽電池の反射を抑え光吸収を向上させるために設計され

た、モスアイ構造に着想を得たシリコン表面の機械的耐性を検証しました。研究の結

果、低い機械的荷重下では、走査電子顕微鏡（SEM）でナノ構造に明確な構造変化が確

認されたにもかかわらず、摩擦係数は比較的安定して推移することが判明しました。こ

れにより、表面の健全性を評価するには摩擦測定だけでは不十分であるという重要な知

見が得られました。

技術・詳細

研究チームは、高さ平均434 nm、直径約100 nmのナノピラーを持つ、約2.5 cm ×

2.5 cmのシリコン表面を作製しました。製造プロセスでは、熱デウェッティングによ

って形成された金ナノ粒子をエッチングマスクとして用い、反応性イオンエッチングで

シリコンマスターモールドを作成しています。その後、中間ポリマースタンプにパター

ンを複製し、ナノインプリントリソグラフィを用いてレジスト塗布済みのシリコンウェ

ハーに転写し、再び反応性イオンエッチングでパターンをシリコンに転写しました。

摩擦と摩耗の評価では、潤滑剤なしの状態で直径5 mmの鋼球を、滑り速度5 mm/sで

最大50サイクルにわたって滑走させました。荷重条件は0.1 Nと0.5 Nの2パターンで、

それぞれ3回ずつテストを実施しています。評価項目は以下の通りです。

摩擦係数の記録

光学顕微鏡による摩耗痕幅の測定

走査電子顕微鏡（SEM）によるナノピラーの破断、崩壊、圧密化の観察

300 nmから1,100 nmの波長における初期反射率の測定

50サイクルの滑走後、摩耗痕の平均幅は0.1 N荷重で約252 µm、0.5 N荷重で388 µm

に達しました。摩擦係数は0.1 Nでは0.40から0.56の範囲でしたが、0.5 Nでは50サイ

クル目までに1.0を超えました。



背景・業界の文脈

光管理ナノ構造を太陽電池モジュールの外表面に統合する場合、光学的な性能だけでな

く、清掃作業や環境要因による機械的な接触への耐性を理解することが不可欠です。本

研究の責任著者であるVítor Lopes氏は、機械工学の背景を活かし、トライボロジー

（摩擦・摩耗・潤滑の科学）の視点からアプローチすることで、実用化に向けた耐久性

の理解を深めることができると考えています。

今後の展望

研究チームは、荷重の増加および滑走サイクルの蓄積に伴い、摩耗メカニズムが変化す

ることを観察しました。初期段階では主にナノピラーの破断が支配的でしたが、継続的

な滑走によって破断した材料が蓄積・圧密化し、元の表面形態が漸次的に変化すること

が確認されました。特に高い荷重下では、この形態変化が摩擦の顕著な増加を伴うこと

が示されており、今後の実用的なPVアプリケーション開発における耐久性向上の指針

となります。

元記事: https://www.pv-magazine.com/2026/10/15/scientists-develop-moth-eye-inspired-

antireflective-surfaces-for-pv-modules/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.pv-magazine.com/2026/10/15/scientists-develop-moth-eye-inspired-antireflective-surfaces-for-pv-modules/
https://www.pv-magazine.com/2026/10/15/scientists-develop-moth-eye-inspired-antireflective-surfaces-for-pv-modules/


#09 MOFによるミトコンドリア被覆技術｜機能維持と疾

患治療への応用可能性

概要

ミトコンドリアの機能を損なうことなく、高度な材料で表面を被覆する新技術が開発

されました。金属有機構造体（MOF）を微量に直接適用することで、エネルギー産生

能を維持したまま表面修飾に成功しています。この成果は、治療法が限られているミ

トコンドリア疾患に対する新たなアプローチや、ミトコンドリア移植の効率化につな

がる可能性があります。

公開日 2026年10月13日  Politecnico di Milano  イタリア



詳細

主要成果

イタリアのIRCCS Fondazione Istituto Neurologico Carlo Besta（FINCB）とミラノ

工科大学（Politecnico di Milano）の共同研究チームが、細胞内のエネルギー産生を担

うミトコンドリアを、その機能を維持したまま高度な材料で被覆する手法を開発しまし

た。この研究成果は、Journal of the American Chemical Society（JACS）に掲載

されました。

技術・詳細

研究チームは、用途に応じて特性を調整できる高度な材料である「金属有機構造体

（MOF）」を採用しました。MOFは、2025年のノーベル化学賞を北川進氏、リチャー

ド・ロブソン氏、オマール・ヤギー氏が受賞した分野の材料です。

ミトコンドリアは非常に繊細な構造であり、外部からの干渉で容易に機能を失うため、

被覆処理は極めて困難な課題とされてきました。しかし、本研究ではMOF材料を微量

にミトコンドリア表面へ直接適用する技術を開発し、この障壁を克服しました。検証の

結果、被覆されたミトコンドリアは引き続きエネルギーを産生し続けており、本プロセ

スが必須機能を損なうことなく表面修飾を可能にすることが実証されました。

背景・業界の文脈

ミトコンドリアは細胞が不可欠な活動を行うために必要なエネルギーを生成していま

す。この構造が正常に機能しなくなると、多くの希少疾患を含むさまざまな疾患の原因

となります。特に、脳や筋肉など大量のエネルギーを必要とする臓器や組織に深刻な影

響を及ぼしますが、現状では効果的な治療選択肢は限られています。

本研究は、2023年に設立された共同研究室「BraiNs laboratory」において、FINCB

のミトコンドリア生物学の専門家であるValeria Tiranti博士と、ミラノ工科大学の化学

および材料工学の専門家であるPierangelo Metrangolo教授らの連携により達成されま

した。

今後の展望

本技術の最大の利点は、目的に応じて被覆材をカスタマイズできる点にあります。

Metrangolo教授は、将来的に特定の機能を果たす異なる特性のMOFを開発し、目的別

のコーティングを実現できる可能性を指摘しています。



具体的な応用案として、機能不全に陥った細胞に健康なミトコンドリアを導入する「ミ

トコンドリア移植」という実験的手法が挙げられます。Tiranti博士は、専用に設計され

た被覆材が、健康なミトコンドリアの輸送を容易にし、受容側細胞との相互作用を促進

させる可能性があると述べています。ただし、被覆されたミトコンドリアが未被覆のも

のより移植において優れた性能を示すかどうかについては、今後のさらなる研究による

検証が必要です。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/10/261012185008.htm

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/10/261012185008.htm


#10 MOF BVR-19｜水から水素を生成する新光触媒、

製造コストとSMRとの比較

概要

オレゴン州立大学の研究チームが、水からクリーンに水素を生成するための新しい光

触媒を開発した。この触媒は金属有機構造体（MOF）の一種である「BVR-19」であ

り、光照射時に反応性の高い硫黄種を生成させる。従来の蒸気メタン改質（SMR）の

ような二酸化炭素排出を抑えつつ、室温で自発的に合成できるエネルギー的利点を持

つ。

公開日 2026年10月16日  The Stute (Stevens Institute of Technology student

newspaper)  アメリカ



詳細

主要成果

オレゴン州立大学カレッジ・オブ・サイエンスのKyriakos Stylianou氏率いる研究チー

ムが、水から水素を生成するための新しい光触媒を開発した。この触媒は、光を吸収し

て高いエネルギー状態に達し、化学反応を加速させる性質を持つ。特筆すべきは、この

触媒が室温で自発的に合成される点であり、従来の水素製造手法である蒸気メタン改質

（SMR）と比較して強いエネルギー的優位性を持つことである。

技術・詳細

今回開発された光触媒は、金属有機構造体（MOF）と呼ばれる結晶性の多孔質材料で

ある。MOFは正電荷を持つ金属イオンが有機分子に囲まれた構造をしており、数百万

通りもの異なる特性を持たせることが可能で、これまでに約10万種類が作成され、50

万種類以上の特性が予測されている。

本研究で焦点となった「MOF BVR-19」は、硫黄－硫黄結合を含んでいるのが特徴で

ある。光にさらされると反応性の高い硫黄種が生成されるが、この反応は金属イオンで

はなく有機成分に依存している。これは、MOFを用いた水素製造における従来とは異

なるアプローチである。

背景・業界の文脈

水素は、排出物が水蒸気と温風のみであるため、自動車の推進力などのクリーンエネル

ギー源として期待されている。また、アンモニア製造、金属精錬、プラスチック製造な

どの産業プロセスにも利用される。トヨタ、ホンダ、ヒュンダイなどの企業が水素自動

車を発売しているが、普及は限定的であり、最も売れたトヨタ・ミライの販売台数も約

14,300台にとどまっている。この要因の一つに、米国における水素燃料の可用性の低

さが挙げられる。

現在、一般的な水素調達手法である蒸気メタン改質（SMR）は、一酸化炭素や二酸化

炭素を排出するため、内燃機関と同様の環境課題を抱えている。また、水電解

（hydrolysis）などの手法は、使用するエネルギー源によってはSMRより環境負荷を低

減できる可能性がある。



今後の展望

本技術は将来の研究に向けた基礎を築くものであるが、現時点では商業利用に至る段階

ではない。コスト面において、SMRによる製造コストが1キログラムあたり1.50ドルで

あるのに対し、本手法では5ドルかかっている。しかし、よりクリーンな水素製造手段

の提示は、水素ベースのエネルギーの未来に肯定的な展望を与えるものである。

元記事: https://thestute.com/2026/10/16/scientists-just-found-a-new-way-to-make-

hydrogen-from-water/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)
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#11 光触媒ナノ複合体｜太陽光で井戸水の細菌を除去す

る技術の性能と課題

概要

ナイジェリアと南アフリカの研究チームが、太陽光のみで汚染された井戸水から危険

な細菌を完全に除去できる半導体ナノ複合体を開発した。特にTiO₂-BiOIを活性石炭フ

ライアッシュ（aCFA）に担持させた複合体は、6時間の太陽光照射で全細菌数をゼロ

にする性能を示した。この技術は、安全な飲料水へのアクセスが困難なサブサハラア

フリカ地域の水質改善に寄与する可能性がある。

公開日 2026年10月13日  BIOENGINEER.ORG  アメリカ



詳細

主要成果

研究チームは、太陽光を利用して汚染水から細菌を排除する光触媒ナノ複合体を開発

し、その有効性を実証した。特に「TiO₂-BiOI-aCFA」と名付けられた複合体は、最も

汚染された水サンプルにおいて、6時間の太陽光照射後に全細菌数を2.86 log CFU/mL

からゼロまで減少させた。対照的に、未処理の水は2.56 log CFU/mLの細菌数を維持

していた。また、大腸菌（E. coli）については、処理開始から2時間後にはすべてのサ

ンプルから消失したことが確認されている。

技術・詳細

本技術では、共沈法およびソルボサーマル法を用いて、ZnO-BiOI、ZnO-WO₃、ZnO-

TiO₂、TiO₂-BiOIの4種類の二元光触媒を合成した。ここでBiOI（ビスマスオキシヨー

ド）は可視光活性を持つ半導体である。これらの触媒を、鉱山廃棄物から得られ水酸化

ナトリウムで化学的に活性化した多孔質アルミノケイ酸塩材料「活性石炭フライアッシ

ュ（aCFA）」に担持させた。

aCFAは、微細な半導体粒子を固定する骨格としての役割と、細菌細胞を触媒表面に濃

縮させる吸着スポンジとしての役割を兼ね備えている。分析の結果、TiO₂-BiOIベースの

システムは、ZnOベースの材料の10倍以上のBET比表面積（141.65 m²/g）を持ち、

強いアナターゼ型結晶構造を有していた。これにより、光触媒反応で生成される活性酸

素種（酸素およびヒドロキシルラジカル）が、細菌の細胞膜を外部から破壊しやすくな

ると考えられている。

背景・業界の文脈

世界的に安全に管理された水サービスを欠く人々は2022年時点で22億人に達し、特に

サブサハラアフリカで深刻な状況にある。ナイジェリアでは約6,000万人が飲料水にア

クセスできず、約8,000万人が改善された衛生設備を欠いている。ナイジェリア南西部

のオソグボ市などで収集された256の井戸水サンプルのうち、93.36%が全細菌数500

CFU/mLを超え、62.89%に大腸菌が含まれていた。浅い井戸が屋外排泄所や排水路に

近接しているため、糞便による汚染が常態化していることが背景にある。



今後の展望

本研究は実用的な単純な手法で検証されたが、いくつかの課題が残っている。処理後も

Vibrio mimicusやChromobacterium violaceumなどの一部の菌株が生存しており、

太陽光消毒における細菌の再増殖という弱点が示された。また、高濃度でのナノ粒子の

凝集問題や、飲料水に混入した場合の潜在的な毒性評価、および微細な粒子を水から分

離する方法などの実用的なハードルを解決する必要がある。

元記事: https://bioengineer.org/sunlight-powered-nanocomposites-strip-dangerous-bacteria-

from-contaminated-well-water/

収集日: 2026年10月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (AI使用)
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#12 BSA@Au/Tb-FA｜TNBC用SPCCT/MRI造影剤

の性能と取り込み効率

概要

葉酸を結合させアルブミンで安定化した金・テルビウムナノ粒子（BSA@Au/Tb-FA）

が、トリプルネガティブ乳がん（TNBC）のイメージングにおいて高い性能を示すこと

がin vitroおよびファントム研究で明らかになりました。この粒子は、スペクトラル光

子計数CT（SPCCT）とMRIの両方で相補的なコントラスト増強を実現し、非結合粒

子よりも高い細胞取り込み効率を記録しています。単一のモダリティでは困難な

TNBCの生物学的不均一性に対し、多機能ナノ粒子による高精度な診断アプローチを

提供します。

公開日 2026年10月14日  Dove Medical Press  アラブ首長国連邦



詳細

主要成果

研究チームは、金（Au）とテルビウム（Tb）を組み合わせ、葉酸（FA）を結合させ牛

血清アルブミン（BSA）で安定化したナノ粒子「BSA@Au/Tb-FA」を開発しました。

このナノ粒子は、MDA-MB-231細胞を用いた試験において、葉酸を結合させていない

BSA@Au/Tbよりも有意に高い細胞取り込み（p < 0.05）を示しました。また、ファン

トムモデルを用いた評価では、SPCCTにおいて38.35 HU·mL·mg⁻¹の減衰効率を達成

し、MRIではr1 = 1.42 mM⁻¹ s⁻¹、r2 = 13.82 mM⁻¹ s⁻¹という緩和能を示し、特にT2

強調コントラストにおいて強い効果を発揮することが確認されました。

技術・詳細

開発されたBSA@Au/Tb-FAは、TEM、XRD、FTIR、XPS、DLSを用いて特性評価が

行われ、平均粒子径は約10.68 ± 1.69 nm（n = 55）の球状形態であることが判明し

ました。生物学的安全性については、250 μg/mLまでの濃度で細胞生存率が80%を超

え、 IC50は352 μg/mLを記録しています。また、溶血値は200 μg/mLにおいて

ASTMの安全閾値である5%を下回り、良好な血液適合性が示されました。

イメージング性能に関しては、金とテルビウムのK端エネルギー付近での強いX線減衰能

により、SPCCTでの高いコントラストを実現しています。物質分解能の解析では、測

定値と実験値の間に強い相関（R² = 0.98）が見られました。MRIにおいては、横緩和

効果が支配的であり、T2強調画像での造影剤として機能することが実証されています。

背景・業界の文脈

乳がんは世界的な健康課題であり、GLOBOCAN 2022の推計では2022年に約230万

人の新規症例と67万人の死亡者が発生しています。特にトリプルネガティブ乳がん

（TNBC）は、エストロゲン受容体、プロゲステロン受容体、HER2のいずれも発現し

ないため、治療が困難で転移リスクが高く、進行が速いという特徴があります。TNBC

の診断には、解剖学的、機能的、および定量的な情報を補完的に提供できるマルチモー

ダルなイメージング手法が求められていました。



今後の展望

本研究により、BSA@Au/Tb-FAがin vitroでの生物適合性と、SPCCT/MRIの二重造影

剤としてのポテンシャルを持つことが示されました。ただし、今回の細胞評価はMDA-

MB-231細胞に限定されており、受容体ブロッキング試験が行われていないため、取り

込みの増加が完全に葉酸受容体介在性であるとは断定できないとしています。今後は、

標的特異性、安全性、および実際のイメージング性能を確立するために、さらなる前臨

床試験およびin vivo研究が必要であるとしています。

元記事: https://www.dovepress.com/folic-acid-conjugated-albumin-stabilized-goldterbium-

nanoparticles-for-peer-reviewed-fulltext-article-IJN
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